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初等中等教育国際教育推進事業 

「第１７回 iEARN 年次世界大会カナダ開催へ教師派遣 
及び全国報告会・国際教育フォーラム」 

事業概要 

 
世界で最大の教育ネットワーク iEARN（アイアーン：International Education And Resource 

Network）の年次世界大会（2010 年カナダ・通常 50-70 カ国 500-700 名参加・期間１週間）へ、

日本から 100 名の教員や教育委員を派遣し、帰国後の当大会に参加した者が全国報告会・国際

教育フォーラム（仮称）にて報告。学校と教員の国際教育実践力向上のため、引いては子どもた

ちの国際教育を通した日本の人づくりの基礎的な投資としてこの事業を行います。 
 
事業概要 １ 概要、２ 背景、３ 必要性、４ 事業要領、５ 資料 

 
１ 概要 

事業名 
初等中等教育国際教育推進事業 

「第１７回 iEARN 年次世界大会カナダ開催へ教師派遣 
及び全国報告会・国際教育フォーラム」 

期間 
カナダ開催期間：2010 年７月１２日（月曜日）―１７日（土曜日） 

事業期間：2010 年 3月 1日 ― 2010 年 12 月 31 日 
開催地 
開催場所 

Southern Ontario, Canada 

Georgian College, Barrie 
主催 特定非営利活動法人グローバルプロジェクト推進機構 通称 JEARN 
共催 NPO 法人 iEARN, iEARN-Canada 

後援 文部科学省・（予定）外務省・環境省 

協力 日本通運株式会社神戸旅行センターほか 

派遣規模 各県 2 名・合計約 100 名 

事 務 局 
 
 
 
 
 

JEARN 事務所 
〒650-0003 神戸市中央区山本通３丁目１９番８号 

      海外移住と文化の交流センター ３Ｆ 活動支援室２ 

      Tel＆Fax ０78-862-8288 e-mail office@jearn.jp 

JEARN 高槻事務所 

〒569-1036 大阪府高槻市塚脇 1 丁目 11 番 25 号 
Tel/Fax0726-80-2115 e-mail office@jearn.jp 

別添１ 
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２ 背景 
インターネット時代の協働学習環境 

学校の ICT 化は学校の国際化でもあります。ICT を駆使した学校での国際協働学習プロジェクトへ

の参加が、生徒たちの国際感覚を育て磨きます。しかしその価値がわかっていても、越えにくいハード

ルを前に、日本の教師達は国際協働学習の実施を躊躇しています。英語力・経験不足・失敗できな

いという意識・学校内でチームが組めない・情報不足・相手が見つからない。これらのハードル

を前にして、国際協働学習を子どもたちにという教師の思いとは裏腹に、大変だという先入観念

で最初の一歩が踏み出せません。 
iEARN の世界 http://www.iearn.org 

一方、海外では教師の新しいネットワークが急激な勢いで生まれ、21 世紀の教育を形成しています。 
グローバルな教育ネットワークで iEARN は、世界最大の規模を持つ NPO 法人です

（Association NO. 586513, de Callus Barcelona, Spain）。130 カ国約 3 万校の生徒たちが参加し

ている各種学習プロジェクトは毎年２００を超えています。1988 年に誕生した iEARN は、多

くの課題に取り組みながら、世界の教育 NPO として成長してきました。国々の関係が変化する

たびに、地球環境を守り、人間も含めてそこに住む生き物がよりよく生きる iEARN のゴールを

問いかけ確認してきました。国際協働学習の必須アイテムであるプロジェクト、プロジェクトフ

ァシリテーター、安心してログインし話し合えるオンラインフォーラム、トラブル時に相談でき

る各国の代表、教師へのプロジェクトワークショップや ICT 研修、年に一度の世界大会があり

ます。 
JEARN の誕生 

130 ケ国の一つ、iEARN－Japan が、NPO 法人グローバルプロジェクト推進機構、通称

JEARN です。JEARN は、1985 年以来の初期テレビ会議システムを利用したテレクラス活動

や 1996 年からの iEARN 活動の学校間国際交流を土台にし、２００１年度財団法人コンピュー

タ教育開発センター事業 E スクエアプロジェクトの『地域企画プロジェクト』に採用されて誕

生し、2003 年 NPO 法人として内閣府に認証されました。この間、日本と海外の学校を結ぶ活

動は６００件を越え、2003 年夏には iEARN の第 10 回世界大会を兵庫県淡路夢舞台で開催し、

また日本発の大型プロジェクト「防災世界子ども会議」を 2005 年春に同地で開催した実績を持

ちます。 
 

３ 必要性 
□ 武力によらない平和や問題解決は、互いの立場を理解した辛抱強い対話や折衝によるもので、こ

の姿勢は一夜に育つものではありません。唯一、平和憲法を持つ国、広島/長崎の国としての役割

を果たす人材を育てるためには、初等中等教育から国際教育を根付かせ、グローバルな国際協働

学習（International Collaborative and Interactive Learning ）が必要です。グローバルな視

野で教育する日本の教師が必要です。 
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□ 国際競争力を得るためにも、グローバルなネット社会で対話・交渉のできる人材を育てるニーズが

あります。また、英語による情報洪水から的確な情報を得る力、発信する力が求められている時代

でもあります。 
□ JEARN は、１９８５年以来の国際教育実践を基に、横の連携を作るコーディネーター、海外との間

に入るコーディネーター、更には教室での国際協働学習ファシリテーターの役割をになう人材の育

成が急務であるとの結論を得ました。 
□ ２０１０ iEARN 年次世界大会カナダへの教師派遣は、この日本と世界のニーズに対する最も効果

的でインパクトのある解決手段となります。この世界大会で、教師たちは国際教育に対する不安や

躊躇を払拭し、海外の教師とのヒューマンな関係を築き、彼らと一緒にプロジェクトを実践することが

できるようになります。また iEARN の日本窓口である JEARN のシステムを知ることにより、教師た

ちの思いが NPO の支援で簡単に実現する方法を知ることになります。同時に自らコーディネータ

ー、ファシリテーターとなって、地元の地域や学校で国際教育の裾野を広げることになります。 
□ iEARN の参加国の中で、非英語圏は 90 パーセントと言われています。iEARN 各プロジェクトフォ

ーラムに投稿されるネイティブの英語や木訥な英語の流れの中で生徒も教員も自然に実践的な英

語力・対話力が身につきます。生徒たちは、小さい頃からのグローバルなチームでの協働学習のな

かで主張と協調を自然に身につけ、国際社会の中で、発言する力、相手を理解する力をつけ社会

的なニーズに答えることができます。 
 
 緻密な企画力、根回し、相手への感性に優れる日本人が、子どもの頃からグローバルな教育環

境で対話力を磨けば、必要とされる各界のリーダーに育つ。これは夢ではありません。また、国

際教育で培う地球市民としての感覚と能力は、「生きる力」として必要な学習内容です。それは、

アジアの小さな島であっても、一億以上の人口を持つ日本は、環境問題や災害を抱える地球とそ

の地球市民の構成員であり、その地球上で安全に幸せに生活するには、他国の構成員とともに、

地球全体を配慮する責任と義務があるからです。 
 
４ 実施要領 

本事業は、2 つのフェイズに分けることができます。「第 17 回 iEARN 年次世界大会カナダ開

催へ教師派遣」と「全国報告会・国際教育フォーラム（仮称）の開催」です。 
 
□ iEARN 国際会議への派遣には、各県から 2 名づつ 100 名。学校の教員と時期的な理由から

教育委員会が主な対象です。 
□ 一週間の滞在で 5 大陸 50-70 カ国 500-700 名の小・中・高の教員と知り合い、多くのプロ

ジェクトとそのファシリテーターによるワークショップを体験し、各国の教育事情や子ども

たちの将来を語り合うこの一週間は各参加者が「地球市民となるための国際教育の場」とな

ります。一人の教員が 50 ヵ国の教員と親しくなり、期間中に約２０のプロジェクトワーク



第 17 回 iEARN 年次世界大会カナダ開催へ教師派遣事業 
 
 

4 
  Japan Education And Resource Network   

ショップに参加し、各国コーディネーターやプロジェクトファシリテーターと親しくなると、

帰国後、オンラインでプロジェクトを進めるにあたっても不安は消えています。 
□ 次に、帰国後は、各教育委員会主催で地域の教員を対象に「国際教育報告会とワークショッ

プ」を開催。この参加者が更に学校に持ち帰ってワークショップを開き、コーディネーター

となる人材の裾野を拡げます。 
 
５．資料 

１． 特定非営利活動法人グローバルプロジェクト推進機構（JEARN） 
http://www.jearn.jp 
【JEARN 歴史】【JEARN とは】  

２． 「iEARN」（International Education and Resource Network）http://www.iearn.org 

【iEARNについて】【iEARNの世界】【iEARN年次世界大会】 

【iEARNプロジェクト】【iEARN Collaboration Center】 

【２０１０年度iEARN世界大会カナダ概要】 
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資料１.  

特定非営利活動法人グローバルプロジェクト推進機構（JEARN） 

【JEARN歴史】 

１９８５年 テレビ電話を使った国際間交流教育活動団体Teleclass International  

Japan （のちのJEARN）設立 

１９８８年 米ソの高校生交流をきっかけに国際教育組織iEARN誕生 

１９９６年 iEARN国際会議に日本から初参加・以後毎年参加 

１９９８年 iEARN－Japan 設立  

２００１年 Teleclass International Japan とiEARN－Japanを統合し 

                 グローバルプロジェクト推進機構（JEARN）設立 

２００３年 特定非営利活動法人 内閣府認証 

２００３年 第１０回iEARN国際会議開催、海外55ヶ国参加 

     http://www.jearn.jp/japan/video.html 
    http://www.jearn.jp/2003conference/video/2003iearn/  
２００５年 第１回防災世界子ども会議開催（兵庫県）・以後毎年開催  

            http://ndys.jearn.jp/ja/  

２００６年 アイアーンアジア国際会議開催（東京都・日本科学未来館） 

    http://asia.jearn.jp/  

２００７年 国際教育みらい会議開催（愛知県・東京都） 

               http://mirai.jearn.jp/ 

２００８年    子ども環境サミットin KOBE 開催 

http://www.kobe-youth-summit.jp/ 

 

【JEARN とは】http://www.jearn.jp 
iEARN の Japan Center が JEARN です。ジェイアーンと呼び内閣府に認証された教育 NPO

です。会員制をとり、JEARN 活動・iEARN 活動に参加を希望する方の入会をいつでも歓迎し

ております。学校や塾、保護者、大学生も含め、JEARN 活動・iEARN 活動を通して世界と繋

がりたい方が対象です。 
条件はメールアドレスを持っていること。年会費は個人会員 3000 円、グループ会員（学校な

ど・1 グループ 5 名まで）は 10,000 円。 
JEARN は会員を iEARN に登録をし、オンラインフォーラムである iEARN Collaboration 

Center の ID とパスワードを発行します。この iEARN に登録された会員の方は、ご自分のク

ラスの子どもたち・生徒たちを登録し、iEARN プロジェクトに参加させることができます。 
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資料２ 

「iEARN」（International Education and Resource Network） 
【iEARN について】 
  iEARN（International Education and Resource Network）とは、「アイアーン」と呼ばれ、

世界約１３０カ国３万校以上の教育ネットワークを持ち､インターネットをはじめとする ICT
を最大限に活用することで国際教育における国際協働学習（ International Interactive 
Collaborative Learning）を成功させている、世界で最も信用度の高い教育の非営利組織です

（http://www.iearn.org）。 
  この国際協働学習では、「世界中の教室がつながる。さまざまな言語の子どもたちが共に学ぶ。

そして互いの違いを理解し、純粋な友情を分かち合って、大きく育ってゆく」ことができます。 
 
【iEARN の世界】 http://www.iearn.org 

この iEARN の世界は、次の３つの柱によって成り立っています： 
iEARN 年次世界大会・iEARN プロジェクト・iEARN Collaboration Center 
 
【iEARN 年次世界大会】 
 毎年７月、iEARN のある国がホストとなって、iEARN 世界大会が開催されます。毎年６０

カ国前後の教師や生徒（約 500 名）が、実践プロジェクトの成果発表、研修、新プロジェクト

提案など日夜の交流とともに 1 週間を過ごし、ここで互いの理解と信頼関係を築きます。 
日本の参加は、1996 年度ハンガリーからです。また、日本でも第 10 回 iEARN 世界大会を淡

路夢舞台で開催しました。サーズ恐怖のために国際会議キャンセレーションが続くなかで、

JEARN は 56 ヵ国 400 名弱の海外参加、延 600 名の国内参加者、延 400 名のボランティアによ

って大成功に iEARN 世界大会を終えました。 
 http://ndys.jearn.jp/iEARN/conference.html, 

http://ndys.jearn.jp/iEARN/photo01.htm 
 

【iEARN プロジェクト】 
 教員や生徒によって新たに提案されるプロジェクトは、参加国・参加校を募り、基準を満たす

と iEARN の正式なプロジェクトとして誕生します。総プロジェクトの約半分が入れ替わりなが

ら毎年、小学校・中学校・高等学校を対象とした 150 件～200 件のプロジェクトが登録され、

Project Book が毎年 9 月に発行されます。 
これらのプロジェクトに参加し、或いは新しいプロジェクトを立ち上げることによって、子ど

もたちはオンライン・オフラインで他国の子どもたちの発言の中から異文化や異見を知り、同時

に自分たちの文化や意見を再確認して伝え、そのプロセスの中で協調性・主体性を培い、対話力

と英語力を伸ばします。むしろ、子どもたちの方から英語を求めてきます。また、話す内容を各

教科に求めるようになります。つまり、全ての教科がこの国際協働学習でつながり、ICT で世



第 17 回 iEARN 年次世界大会カナダ開催へ教師派遣事業 
 
 

7 
  Japan Education And Resource Network   

界の学習の場につながります。子どもたちは教室にいながら、世界の子どもたちと一緒の学びの

場にいるのです。既に ICT 環境が整っている日本の学校にとって、信頼できるプロジェクトと

教員ネットワークを持つ iEARN は、低コストでできる国際教育実践の場です。 
プロジェクトは３つのカテゴリーに分かれています： 

○ 創造性や言語力を身につけるプロジェクト  

○ 社会性や人間性をテーマに交流するプロジェクト  

○ 数学や科学、環境問題をテーマにしたプロジェクト 

 

次は、日本発の大きなプロジェクトです。それぞれの URL は、次のサイトをご覧ください：

http://www.jearn.jp/japan/index.html 
○ NDYS －防災世界こども会議 
○ NEGAI ―ねがい 
○ ORIGAMI－おりがみ 
○ Machinto－まちんと 
○ Pen Friend Club－国際間文通 
○ Teddy Bear Project（オーストラリア発・全世界の現コーディネーターは JEARN 会員） 

 
【iEARN Collaboration Center】 

このオンラインフォーラムが iEARN の心臓部です。世界 130 ケ国 30,000 校の教員や生徒た

ちが、登録された ID とパスワードでこのセンターにログインし、書込みをし、作品を載せ、会

員の書込みを読み、感想を載せ、情報を得ます。各プロジェクト毎の部屋、教員の職員室、生徒

の部屋、iEARN 組織の各委員会の部屋、各国語の部屋など 24 時間 365 日フル活動しています。 
 

【２０１０ iEARN 国際会議カナダ概要】http://www.iearn2010.org/ 
以上 


